
実　　施　　時　　期 ９月９日（土）

取　　組　　内　　容 　食育推進計画の視点を取り入れたイベントを関係機関及び関連団体が連携して実施
することで、市民に食育を周知するとともに、参加者と実施者が相互に食育の関心を高
めることを目的として以下の通り実施しました。

１　日　　時　　平成29年9月9日（土）　午前10時～午後3時
２　会　　場　　アリオ橋本アクアガーデン
３　参加者　　606名
４　食育フェア内容
【ブース内容】
①何のだしかな？味覚チェック
②目指せ！和COCOROでおもてなし
③一汁三菜で和食を作ろう～食べるってたのしいね～
④豆つかみゲーム 箸使い指導 よく噛むことは身体にいいこと知ってる？
⑤ぐっすり眠れていますか
⑥朝食を食べましょう
⑦塩分減らせば和食は無敵～あなたの塩分の感じ方、どれぐらい～
⑧相模原で生産されている野菜
⑨給食大好き！！～小・中学校を通じた食育" ガイド・支援

【協力団体】
相模原市食生活改善推進団体わかな会
（社）相模原市幼稚園協会（渕野辺保育園）
相模原市医師会（相模原看護専門学校）
相模原市公募委員
相模原市消費者団体連絡会
相模原市歯科医師会
相模原市健康づくり普及員連絡会
相模原市栄養士会
相模原市農業協同組合（さがみはら農産物ブランド協議会）
相模原市立小中学校長会
相模女子大学（栄養教育学研究室）

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

相模原市

取 組 市 町 村 名 相模原市

取 組 の 名 称 食育フェアの実施



実　　施　　時　　期 ７月～１２月

取　　組　　内　　容 　相模原市農業体験学習推進協議会は、農業への理解を深め、食の大切さを学んでも
らうために市内在住の小学校５，６年生児童を対象に、田植えから稲刈りまで一連の米
作り体験を中心に、農業体験学習事業を行っています。

　　７月　９日（日）　「草取り・生き物観察」　参加児童数：８２名
　　　農業体験水田にて、イネとヒエを見分けながら、草取りを実施しました。また、水田
に生息する生物の採取・観察を行いました。
　　７月２１日（金）　「農業めぐり」　参加児童数：３０名
　　　相模原市内の農家やＪＡ直売所等を見学しました。
　１１月１２日（日）　「餅つき体験」　参加児童数：８５名
　　　収穫したもち米を使用して餅つきを実施しました。
　１１月２３日（木）
　１２月１０日（日）　　「親子で料理体験」　参加組数：親子１５組３１名
　　　ふるさとの生活技術指導士を講師に招き、収穫したもち米を使用した料理体験を
実
　　　施しました。
　
　

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

相模原市

取 組 市 町 村 名 相模原市

取 組 の 名 称 相模原市農業体験学習の実施



実　　施　　時　　期 ７月～１２月

取　　組　　内　　容 　食生活が多様化し、「旬」の食材が失われていく中で、「ふるさとの生活技術指導士」
を講師に招き、相模原で生産された農産物と生産農家のふれあいを通じ、地農産物の
良さを認識するとともに、食の教育を推進する事業を行うものです。

※「ふるさとの生活技術指導士」…郷土に伝わる生活文化の継承活動を通して広く県
民との交流を図り、都市農業の振興を目指すことを目的とし、神奈川県が農家・農村地
域に受け継がれてきた生活技術を伝承している人を「ふるさとの生活技術指導士」とし
て認定するものです。

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

相模原市

取 組 市 町 村 名 相模原市

取 組 の 名 称 ふるさとの生活技術指導士による市内市立保育園での食育活動



実　　施　　時　　期 8月18日

取　　組　　内　　容 　夏休みの小学生とその保護者を対象に、食品ロスの削減に係る意識啓発を目的と
し、食材を最大限使い切るための講座及び実習を行いました。
　相模原市生ごみ４Ｒ市民アドバイザーを講師に招き、食品の買い方・使い方講座、食
材の使い切りレシピの紹介と実習を行った後、どうしても発生してしまう調理くず等の生
ごみ処理方法として、生ごみを堆肥化するダンボールコンポストの紹介を行いました。

【参加者数】
　児童　９名
　保護者　７名

【メニュー】
　スイカの皮のラタトゥイユ
　のこりそうめんパン
　スイカのシャーベット

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

相模原市

取 組 市 町 村 名 相模原市

取 組 の 名 称 「食品ロスを減らそう！簡単エコクッキング講座」の実施



１　実施概要
　　消費者に「消費生活に必要な情報」を提供する機会を設け、確かな知識や判断力を
　身に付け、情報を正しく理解し、適切な行動ができるような自立した消費者となるため
　のきっかけの場となることを目的に実施しました。本イベントには１，３００人の市民等
　が来場しました。

２　日時　平成２９年１０月２０日（金）、２１日（土）午前１０時から午後４時まで

３　会場　ミウィ橋本５階　インナーガーデン

４　イベント内容
　　・出展団体によるブース展示　　・展示内容を反映したクイズラリー
　　・消費生活に関連した内容のステージイベント
　　　※食に関連したステージイベント：サガピーと一緒に栄養表示を学ぼう！
　　　　保健所健康増進課と連携し、クイズ形式で栄養表示について啓発しました。　

５　出展団体　１３団体
　　うち、食に関連する展示を行った団体
　　・さがみはら消費者の会
　　　添加物や表示、食品ロスなど「食」に関わる疑問や課題のほか、輸入、環境な
　　　ど、身近な「消費者」に関わる暮らしのちょっとした情報についてパネルを展示しま
　　　した。
　　・さがみはら農産物ブランド協議会
　　　市内産の農畜産物特産品やさがみはら農産物ブランド協議会の活動内容等を紹
　　　介しました。
　　・特定非営利法人Wish
　　　フードバンクを通じて生活困窮者や福祉施設に食品を発送し、食品ロス削減につ
　　　ながりました。
　　・ふくしまからはじめよう。「ふくしまの今を語る人」県外派遣事業　　　
　　　福島県の食品や観光に関する展示、福島の農産物で作った加工品の販売を行い
　　　ました。
　　　ステージイベントでは、生産現場の関係者が福島県
　　　生産地における放射性物質低減の取組みや放射
　　　能検査の状況等を講演し、食品の安全性について
　　　説明しました。

実　　施　　時　　期 平成２９年１０月２０日（金）、２１日（土）

取　　組　　内　　容

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

取 組 市 町 村 名 相模原市

取 組 の 名 称 みんなの消費生活展の開催



１　実施概要
　　食について消費者がよりよい選択ができるよう、知識の啓発や食育について消費者
　として取り組めることを啓発するため、老人クラブやサロン等、地域住民が自主的に
　企画する講座に、消費生活相談員を講師として派遣しました。

２　実績
　　　７月　６日　　１０名　　　知って得する健康食品
　　　９月１１日　　３０名　　　わかっているようで、わからない「健康食品」
　　１０月１７日　　　６名　　　知って得する健康食品
　　１０月１８日　　１３名　　　知って得する健康食品

３　参加者の声（アンケートから）
　・健康食品について改めて考えなおしました。市販のものを目で確かめて買います。
　色々な表示の見方を知ることができ良かったです。
　・知らないことが沢山あり勉強になりました。
　・健康食品を使ってみようと思っていたので参考になりました。
　・大変参考になり、これからの生活に役立てたいです。

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

相模原市

取 組 市 町 村 名 相模原市

実　　施　　時　　期 通年

取　　組　　内　　容

取 組 の 名 称 消費生活講師派遣事業の実施
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